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２．B細胞の分化

A B細胞は骨髄で分化する
２．B細胞の分化

B細胞

• 造血幹細胞がそのまま骨髄で分化したもの。
1.骨髄における免疫グロブリン遺伝子の再編
成

2.末梢リンパ組織における抗原認識による活
性化

B. 自己抗原応答性の選択とナ
イーブB細胞への分化する

２．B細胞の分化

B細胞としてはたらくには

• 機能的BCRの発現

• 自己に反応しない。

• 機能的BCRの再編成に成功した未熟B細胞は、
自己認識の有無による選抜にかけられる。



図6‐6．B細胞の自己抗原性の除去

C. 形質細胞への成熟と記憶B細胞
２．B細胞の分化

図6‐7．Bリンパ球の末梢リンパ組織に
おける成熟

３．リンパ球の循環と維持

A. リンパ球は循環する
３．リンパ球の循環と維持

図6‐8．リンパ球の循環
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B. ホーミングと接着因子
３．リンパ球の循環と維持

リンパ球ホーミング

• 特定の細胞が特定の場所に到達するという
特異性の必要な現象である。

• このことを可能にしているのは
1. リンパ球側の細胞接着分子

2. 高内皮細静脈の血管内皮細胞側の細胞接着
分子

特異的な相互作用である。

図6‐9．接着分子によるホーミング

• リンパ節でのナイーブT細胞の例

７．アレルギー

アレルギー、アトピーの言葉の意味

• アレルギー
– 1906 ピルケ

– ギリシャ語；allos（変化する）＋ergon（作用）
– 変わった作用（反応）
– 一度異物にさらされることにより体内で何かが変化し、二
度目以降には最初とは量的質的にも違った反応が起こる。

• アトピー
– 1925 コカ
– a（否定の意味）＋topos（場）：場違いな反応
– 遺伝的な背景がはっきりしている過敏症をアトピーと呼ん
だ。

アレルギー（独 Allergie）

• 免疫反応が特定の抗原に対して過剰に起こ
ることをアレルギーという。

• アレルギーを引き起こす環境由来抗原を特に
アレルゲンと呼ぶ。



自己免疫疾患

• 自己の体を構成する物質を抗原として、免疫
反応が起こる疾患。特定の臓器や部位の障
害、炎症をもたらす。

• リウマチ
• 膠原病

クームスCoombs とゲルGellによる分
類（1963年）

• Ⅰ型：IgE抗体と肥満細胞が関与する即時型
アレルギー

• Ⅱ型：抗体（IgGやIgM)が関与する細胞傷害
型アレルギー

• Ⅲ型：IgG抗体と抗原複合体が関与する免疫
複合体型アレルギー

• 抗体によるからだの障害ー即時型アレル
ギー

クームスCoombs とゲルGellによる分
類（1963年）

• Ⅳ型：T細胞による細胞性免疫が関与する遅
延型アレルギー

表7‐1Ⅰ～Ⅳ型アレルギーの特徴

図7‐1
免疫反応による組織傷害の発生機序

１．Ⅰ型アレルギー



アレルギー疾患の例

A．Ⅰ型アレルギー反応機構
１．Ⅰ型アレルギー

１）IgE抗体産生誘導

１．Ⅰ型アレルギー

A．Ⅰ型アレルギー反応機構

図7‐2．IgEを介した脱顆粒

２）IgEを介した脱顆粒

１．Ⅰ型アレルギー

A．Ⅰ型アレルギー反応機構

図7‐2．IgEを介した脱顆粒



表7‐2Ⅰ型アレルギーの化学伝達物
質


